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ἡδονὴν … ἄλλην τιν’ という表現）がある。そこで、この表現についてこれまでの解
釈の問題点を指摘し、それらの問題点を克服しうる新たな解釈を提案する議論が「補
論」として付されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（論文審査の結果の要旨） 
 エウリーピデースの悲劇『ヒッポリュトス』は、ヒッポリュトスとパイドラーをめ
ぐる伝説に取材した詩人の代表作の一つである。テクストの保存状態は比較的良好
で、劇としての構造や展開も、一見したところけっして難解な作品ではない。それに
もかかわらず、この作品についての解釈は必ずしも一定でなく、今日に至るまで盛ん
に論じられている。とりわけ、作品の成立、および、主要登場人物であるヒッポリュ
トスとパイドラーの人物造形をめぐって学者間に意見の相違が大きい。本研究はこれ
らの問題を再検討し、作品理解に貢献しようとする。その議論の成果は以下の通りで
ある。 
 失われた『ヒッポリュトス』との制作順序をテーマとする第1章では、失われた劇を
第一作とし、現存する劇を第二作とする従来の見方が支持されている。この結論自体
に新しさはないが、その結論を導く過程で関連する古代の証言の信頼性を批判的に検
討すると同時に、研究者のあいだで錯綜する見解を整理したことは、作品理解への確
かな足場を提供した点で有益である。  
 第2章は現存する『ヒッポリュトス』の作品構想をパイドラーとヒッポリュトスの人
物造形という視点から論じる。本作品が関連する先行伝承に依拠していることは間違
いないが、先行伝承を直接伝える資料は現存しない。それでも、本作品に描かれるパ
イドラーが評判のよい貴婦人として描かれる点で、それ以前と大きく異なることにつ
いては疑いがない。本章は、この新たなパイドラーの人物造形が作品全体に果たした
働きを具体的に示した。第一に、愛の女神キュプリスが劇の冒頭に現れ、パイドラー
に代わる劇展開の主導因として提示されること、第二に、この女神と、この劇に現れ
るもう一人の女神アルテミスとの間の構造的な対照関係の上に、アルテミスの特別な
信奉者たるヒッポリュトスとキュプリスとの敵対がほとんど必然的な関係として設定
されること、である。そこから、この作品におけるヒッポリュトスは、よく言われる
ような「異常者」としてではなく、人間のレベルを超越した美質を持つ存在として把
握されうることが論じられている。 
 第3章では、古代ギリシャの文学作品によく見られる「この日」への言及が、本作品
の劇展開に果たす役割として、それが劇の要所に配され、それぞれ劇展開の主導因で
あるキュプリスの力を提示することが論じられた。本章の議論は、第2章で示されたよ
うな、新たなパイドラーの人物造形と、その上に築かれた作品構想に与る表現として
この言及を捉えた点で意義が認められる。  
 第4章の議論は、本研究のなかでもっとも挑戦的である。論じられるのは本作品にお
ける有名な難読箇所についてであり、しかも本章が主題とするαἰδώςという語は、それ
自体として把握が難しい。この難問に対して本研究は、それをἔρως（すなわち性愛）
の換喩表現と捉えるE. M. Craikの議論を下敷きにして、この換喩表現によって意味さ
れる事柄の補正と、表現の意図を文脈との関係で緊密化するなどの必要な修正を加え
ることによって説得的な議論を展開している。問題の語をそのように読むことによっ
  
て、パイドラーのスピーチは、たしかに明確な方向性を獲得することになる。  
 このように、本研究は、テクストの精密な検討に基づいて、エウリーピデースの悲
劇『ヒッポリュトス』に関わる諸問題を論じた。論者の議論は堅実であり、一定の説
得力を有する。その一方で、論じられた作品構想や人物造形によって作品全体にくま
なく配慮が行き届いているとは必ずしも言えない。また、エウリーピデースの他の作
品との劇作上の関連、あるいは、『ヒッポリュトス』の後世における受容の問題な
ど、広く目を向けるべき場所はあり、課題は残されている。ただ、課題は論者も認識
しており、今後の展開が期待される。  
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。なお、平成28年2月16日、調査委員４名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
